
１６．国指定重要文化財 旧揖斐川橋梁

【撮影日時】平成24年6月20日
【撮影場所】岐阜県大垣市新開町

旧揖斐川橋梁は、東海道線岐阜～大垣間の建設に伴って英国人技師により設計、当時の最も高度
な技術を駆使して建設され、明治20年（1887年）に供用開始されました。明治41年（1908年）に鉄
道橋としての役目は終えましたが、現在でも生活道（歩行者・自転車専門道路）として利用されて
います。

元の位置に現存する遺構として貴重な橋梁であり、平成20年（2008年）に国の重要文化財に指定
されました。

橋上からは、平行して新しく架け替えられたＪＲ東海道線の橋梁と伊吹山、金華山などを眺める
ことができます。

橋(手前)：ＪＲ揖斐川橋

橋(奥)：旧揖斐川橋


